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戦後期におげゐ．ノカコー農業の発展過程については　つきの三っの段階

か認められる。一　　　’　　　　；・　　　・’f　　　　　’．・　　　　、「1

　第1段階（1945－47年）は，民主主義革命の一環として実施された民主

的土地改革であり，大土地所有者，”ファシスト指導者らの土地320万ha

（土地総面積の34．6％に相当する）か没収ないし有償収用さtttE。ト’この土地

フォソトのほぼ6割（190万ha）は64万人の零細農民なと1＝．分配され残

りは農学研究，育種　開発の模範農場としての国営農場の設立なと礼利用ざ

れた。　　　”r　　　　　・’　・　　　　　”　・一　　　’・

　第2段階（1948－61年）は：分散した多数の零細個人農を農業生産協口『

組合に組織していく時期である。・この過程ては前進と後退一（特に1956年の

「・・ンガリー事件」の際には全組合の3一分の2L相当するg万4000組合が解tt

散された）が繰り返されたが，1961年に集団化力完了し，’農業礼おける社

会主義的生産関係の勝利が確suされた“伺年には，全耕地のほぼ75／1。が約

4200の協同組合農場によって耕作された。　　　　　　　　・　　一

第3段階（1962年一現在）、．は，’確立された社会主義農業制度を発展強

化させ，それに基っい℃農業生産力の高度化をはカり　農民嘘活を豊がに

じ，都市と農村の差異をなく七てしく，段階てあゐ’⑮60年代」爽降の底ノガ

　　　　　　　　　　　　　　ー1．－　　　　　　　　　　　　1



㌶讃鷺蕊な灘露竃鑑㌶農墨竃轟欝
強化をめざす諸方策の実施である。L第2は，機械トラクター・ステーション

（MTS）の改組（1964－68年），「誘導モデル」と呼ぼれるハンガリー独自の

経済管理制度の導入（1968年），新しい農産物調達方式および農産物買付価

格の系統的引上げ，など一連の計画・管理制度の改善措置である。第3は，

農業企業の大規模化，生産力基盤の強化，計画・管理制度の改善をふまえ

て，経営間協業，工業的生産システム，農工複合体と呼ばれる新しいタイプ

の生産組織の設立がみられるようになった。

　本稿では，このような発展段階を経過してきた戦後ハンガリー農業を対象

に，戦後の30年間にその農業構造（生産構造，土地所有関係，労働タ投資

構造，計画・管理制度など）が全体としてどのような変化をとげてきたのか

について，若干の考察を行うことにする1）。

　　　〔注〕

　　1）本稿の本対の統讃字は・特別の断りのないかぎり・つぎのハンガリーおよび

　　　コメコンの公式統計を利用した。　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　①1H。ngti，i日・℃e亘t斑St・ti・tical”「O伍ce，　St・ti・ti・al・Yeaib・・k　1976，’1977・

　　　②　MezOga乞aasagi　Statisztikai　ZsebkδnyV・1976・

　　　③　コメコン書記局編『コメコン諸国統計年鑑』1971，1977年版，ジャパ．ン・

　　　　プレス・サービス。

㌘∴壕f眠経蹄曄業の準，．、

　　　　　　　　　ユ．戦後ハンガリー経済り発展．

、

第2次大戦後ジパンガリ：経済は；数次にわたる5力年計画に基づく戦後

復興事業と社会主義経済の建設過程のなかで発膨してきた6第’1表ぽ19501

年以降における社会的総生産ど国民所得の増加状況について疾売畜のであ

　2’　　　　　　　　　　　　－2一



　　　　　　　　戦後期におけるハンガリー社会主義農業の構造分析（谷江）

　　　第1表ハンガ1）一におげる社会的総生達と国民所葎あ推移：’　t－’　’　t

’・”：
　　　　・．”　一・一一　一…　　∵三　　　；”　／　　　　　　　L　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　ttL　（1950年＝d‖）0）・

年度 社会的
総生産

工業生産 農業生産 国民所tS”
1人当り
国民所得

1960

1970

1975

）当214

　　378

　　511

267

523

712

120

146

183

177

300

406

166

271．
360

出所：Statiscal　Pocket　Book　of　Hungary，1974，　i979．コメ

　コン書記局編『コメコン諸国統計年鑑」1971，1977年版

　ジャパソ・プレス・サービス。

る。これによれば，1950－75年の25年間に社会的総生産は約5．1倍，国民

所得は4．1倍，1人当り国民所得は3．6倍となった。ハソガリーの国民所得

の伸び率は，他の社会主義諸国と同様，ほとんどの先進資本主義諸国を上回

る高い率を示している。このような急速な経済成長をもたらしたのは，なに

よりもまず，50年代における社会主義的工業化政策の成功であった。工業

生産の年平均成長率は，1913－38年にはわずか1％にすぎなかったが，

1950－76年には7．2％にも達した。

　このような工業化の進展は産業構造を大きく変え，70年代後半では工

業が中心的な国民経済部門となっている。すなわち，1950年に国民所得の

38．3％を占めたにすぎなかった工業・建設業は，その後一貫してその此率

を増大しつづけ，1976年には58．5％に達したが，これと対照的に，農業部

門の比率は，同じ期間に，40．9％から16．1％へと急速に低下していった。

　ハンガリー経済の急速な発展は，社会主義的生産様式の形成と発展とに深

く結びついていた。戦後の15年間に，産業国有化（1940年代後半），社会

主義的工業化（50年代）および農業集団化（60年代初頭完了）があいつい

で実施されたが，これらによって60年代初頭に社会主義的再生産軌道が確

立された。「現在，国民所得に占める社会主義部門の割合は98％に達してい

る。このような社会主義工業の形成と国民経済における計画性原理の拡充に

つれて，〃解放以前に無政府性にゆだねられてい潅国民経済鴎二：長期計画に基

　　　　　　　　　　　　　　　一3－　　　　　　　　　　　　　　　　　　3



ついて急速に発展することが可能となったわけである。　一

　社会主義的生産様式の確立と社会主義工業化は，国民経済の労働力配分を

大きく変えた。すなわち，就業人口のなかでの工業・建設業の比率は，1950

－
76年のあいだに，23．3％から43．5％に増大し，他面，農林業人口は50．6％

から20．9％に減少した。

　こうして，国民所得と就業人口の部門構成という限られた視点からではあ

るが，ハンガリーは，戦後の30年間に，明らかに遅れた農工業国から発達

した農業を有する工業国に生まれ変わったわけである1）。

2．農業生産

：
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e
．
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　戦後の30年間に，ハソガリーの農業生産は，顕著な発展を記録した。

1950－75年に，農地面積（同期間に737万5000haから677万haへと60万

5000ha，約8．2％の減少）や農業従事者数の減少にもかかわらず，農業総

生産高は83％増大し，そのうち農作物生産高と畜産物生産高は，それぞれ，

77％，93％増大した。また農業就業者1人当りの農業生産高は，1950－73

年に224％増大した。

　ところで，この増大分についてみると，その3分の2以上が1960年以降

に達成されたものである。農業集団化によって社会主義大規模農業が支配的

となった1960年代初頭以降，農業生産がめざましい発展をとげた。すなわ

ち農業生産の伸び率は，1956－60年には年平均0．4％にすぎなかったが，

1961－65年，1966－70年，1971－75年には，1．2％，2．8％，4．8％と，農業

生産は加速度的に発展した。特に1970年代前半の伸び率（年平均4．8％）

は計画目標（年平均2．8－3．0％増）を大幅に上回り，同期間における工業

生産の伸び率（年平均6：4％増）にも大きく接近したことが注目される。な

お，最近についても，たとえば1977年には，農業生産は対前年比9％増

（計画目標は7－8％増）となり，高い目標をさらに上回った。

　’っぎに，農業総生産物の構成をみると，耕種と畜産の割合は，1960年に

　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　4　一
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　　　　　　　　　　戦後期におけるハンガリー社会主義農業の構造分析（谷江）

それぞれ60二8％と39．2％であうた・が1、逗975年熔は52．8％，47．2％になっ

て治り，食糧需要の嵩度化’（後述）に対応じ是蓄産蔀門あ罰合の上昇傾向が

みられる。

　第2表は，耕種部門の構成を主要作物の播種面積によってみたものである

が，ここでは飼料作物（畜産部門の割合の上昇傾向に対応）と工芸作物の作付

割合の増大がうかがわれ，穀物内部では小麦の作付の割合が増大している。

第2表　主要作物の播種面積構成
（単位：％）

、噺一’
1960年 1965年 1970年 1975年 1976年

殺∵物，逗　　類 67．8 66．3 65．4 ．65．．6
・ 63ぶ9

うち　小．　　　麦 19．8 22．4 26．8 25．5 26β
r

トウモロコシ 26．6 24．5 25．4 29．0 27．3

二豆　　　類 2．7 2．8 2．3 ，1．9 i．6
占 一

工　芸’作　物 5．3 6．3 5．8 ．8．4 8．9

・ジヤガイモ，野菜 7．5 7．8 6．8 5．5； 5ざ4・

飼　∴料　作　物 17．9 18．0 20．1 19．1．

2
9
．
・
9
　
　
　
’

　　　　　出所：「コメコソ諸国統計年鑑」1977年版。

　主要農産物の生産高の増加状況は第3表のとおりである。特に畜産物や工

業用作物の増産の基礎である穀物の収量についてみると，1956－60年（年

平均）に対する1971－75年（年平均）の比では，穀物の総収穫高は約2倍

に，小麦は2．4倍に，トウモロコシ（脱穀用）は1．9倍に著増した。このよ

うな増収は，主として収穫率のめざましい向上によって達成されたものであ

った。なかでも1956－60年に年平均1ha当り15．0ツェントネルしかなか

った小麦収量は，1971－75年の年平均では33．2ツェントネルに著しく増大

し，1976年にはさらに38．8ツェシトネルとなった。ハンガリーでは，1960

年代はじめ頃まで，深刻な穀物問題をかかえ，パンと小麦粉の一部を輸入に

依存せざるをえなかったが，1970年代はじめには穀物の甲内・自給が達成さ

れ港馳螂勧鮪するほど疏∂危燐みに国民駄当卿穀物
生産高で‘ま㌻工’975年のハシガリーめそれぱ1173kgと，2，位ブルガリアの

　　　　　　　　　　　　　　　一5－　　　　　　　　　　5



第3表　主要農産物の生産高

1934 1956 1961 1966 1971 1961－65年
｜ 1 1 ｜ ｜ に対する
1938 1960 1965 1970 1975 1971－75年
年 年 年 年 年 の比

穀　　　物（1000トン） 一 6，644 6，905 8，400 11，527 167

うち小　　　麦（〃） 2，200 1，794 2，020 3，008 4，299 213

トウモロコシ（〃） 2，306 3，062 3，350 4，049 5，934 177

甜　　　　　　菜（〃） 960 2，389 3，093 3，175 3，097 100

肉（屠殺重量）（〃） 751 839 1，120 1，272 1，644 147

牛　乳（100万リットル） 1，525 1，403 1，771 1，845 1，856 105

卵　（100　万　個） 844 995 2，046 2，787 3，521 172

出所：『コメコン諸国統計年鑑』1971，1977年版。なお，1934－38年（平均）の数字
　　は，E．　Csizmadia，　Socialist　Agriculture　in　Hungary，　Akadεmiai　Kiad6，　Buda－

　　pest，1977，　p．32　よりo

893kgをはるかに上回り，東欧最高位にある。その他の主要作物の生産高

も40－50％増大した。なかでも甜菜は，1956－60年の平均収量は239万ト

ンであったが，1971－75年には平均約310万トソに達し，1975年には400

万トンを超えた。

　畜産の面でも，全体として，顕著な発展がみられた。1960年に対する

1975年の比では，各種家畜頭数では牛3％減（社会主義セクターのみにつ

いては57．5％増），豚23％増，家禽60％増となっており，また畜産物の生

産高で食肉では74％増（そのうち牛肉52％増，豚肉79％増，鳥肉130％

増），牛乳で11％増，卵で117％増となった。調達高についてみると，同じ

期間に，牛（屠殺重量）1．4倍，豚3．1倍，家禽7．4倍，牛乳1．9倍，卵

2．6倍になった。上記の数字から，二つの傾向が看取できる。一つは，1960

－
75年の家畜頭数の伸びに比べて，畜産物生産高の伸びが非常に高くなっ

てきていることである。これは，飼料投入の増加や畜舎の整備をはじめとし

て畜産強化の諸方策が打たれたことによって畜産の体質が改善されたことを

意味する。もう一つは，畜産物の調達高の伸びが生産高のそれをはるかに上

回ったことである。これは，1960年以降，社会主義大規模農業の発展にと

　6　　　　　　　　　　－6一



戦後期におけるムンガリー社会主義農業の構造分析（谷江）

もなって農産物の商品化率が高老っ壬慧識準め準あ灸。i’　””1　　’”／：t’t：・ゴ1二、

　つぎに農業生産の社会セクダa別構励みエケ。近年におけ・6”その第1‘の

特徴は，社会主義的大規模農業経営の生産カミ圧倒的な比重を占めているこ

と，その生産割合が年々増大しつづけていることである。農業総生産額に占

める大経営の割合は，1961年に47．9％（国営農場12．5％，協同組合の共同

経営35．4％）であったが，1976年には62．7％に達した。他方，協同組合の

住宅付属地，補助農場などの小経営の割合は大幅に低下したb第2に，農業

生産部門ごとのセクター別構成をみると，耕種生産は国営農場や農業生産協

同組合などの大経営に集中している’方，畜産部門では小経営の生産割合が

かなり大きい（1975年に50、5％），という特徴がみられる。まず耕種部門で

は，第4表に明らかなよう1に，穀物，甜菜などの工業用作物，および飼料作

物において大経営が圧倒的な部分を占めている。但し野菜や果樹栽培などの

第4表　主要農産物の生産における各経営形態の比重（1976年）

　　　　‘　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

v 協　同　組　合　農　場
国営

農場
・ 農業生産協同組合

補助農場等

の小経営全体
共同経営 住宅付属地

農業総生産額
農作物生産額
　うち　小　、　　麦

　　　　トウモロコシ

　　　　ジヤガイモ

　　　甜　　　菜
　　　野　　　菜　　　　　’「

　　　ブドウ（ワイン）

　　　果　　　樹
畜産物生産額＝　　冑　うち’牛

已、一、．豚w〕

＿家t．、t⊇禽

15．9

15．2．

15．9

12．3

6．5

20．0

4．9

20．0

22．2

16．7
1
4
．
3
1
2
0
．
7
，
ユ
a
．
8
つ
「
　
⊂
F

70．0

75．0

83．4

76．1

64．5

80．0

78．0

58．2

54．0

64．0

77．6

57．1

62・u，

　　　50．4

　　　59：9

・　　82．11

　　　56．5

　　　29．0

　　　80．0

　　、46．3

　　　27．3

　　　30．2

　　　39．0

　　　54．4

　　　27．1

　　　38．8

16．3

11．5

0．7

18．1

32．3
0
2
4
．
4
2
0
．
0
1
7
．
5
2
2
．
1
2
0
．
4
2
6
．
6
2
1
．
1
．
　
　
ヒ
　
1
ど
　
・
　
1

　　14．1
　　　9．8

　　　0．7

　　11．6

　　29．0
　　　　　　0

　　17．1

　　21．8

　　23．8・

　　19，3

　　8．1
　　22．2
　　23ご7．　　1　「，・，∨，，

’　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　r　　　P．　’　　　　，
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労働集約的な生産部門では住宅付属地や補助農場の比重がかなり大きい

（1976年にワインの総生産額の41．8％，果実の41．3％，野菜の41．5％，ジ

ャガイモの29．7％がここで生産された）。

　これに対して，畜産における社会セクター別構成では，大経営の生産割

合は1976年に55．7％にすぎず，小経営が41．4％を占めている。国営セク

ターのシェアは16．7％で耕種の場合とほとんど同じであるが，協同組合セ

クター内の構成では，共同経営と住宅付属地の割合は，それぞれ，39．0％，

22．1％であり，耕種の場合と比べ，住宅付属地の割合が大きくなっている。

また，補助農場等の小経営の割合も19．3％と大きい。

　このように，農業技術の発展がみられる生産部門はますます大経営＝社会

主義セクターに集中している一方，労働集約的な生産部門（養豚，養牛，養

禽野菜や果樹栽培など）は小経営セクターの比重が大きい。

　最後に，生産された農産物の実現についてみると，純取引高，国家買付量

は，1950－75年のあいだに，それぞれ，2．2倍，3倍に増えた。特に，農業

の社会主義的改造（1960年代はじめ）以降，農産物の商品化率が著しく

高まり（農産物全体の商品化率は1959年一37．6％，70年一53．6％，73年一

62．8％となっている）2），それにつれて国家調達高の伸びが生産高の伸びを

超えるに至ったことが注目される。1975年度の農業総生産高を1960年比で

みると143％の増加であったが，国家調達高は211％の増加であった。

3．食糧消費

　農家と食品工業の発展によって，ハンガリrでは，食糧の消費水準が著し

く向上した（第5表）。

　主要食糧の中では，特に食肉と砂糖消費の伸びが著しく，1975年には，

1934－38年の平均に比して，1人当り食肉では35kg，砂糖では29　kg増大

した。食肉消費の構成につVrても，低脂肪の肉の割合が増えた。また1人当

りの鶏肉消費量もヨーPッパ平均の2倍を超えた3）。野菜・果実についても

　8　　　　　　　　　　－8一



　　　　　　戦後期におけるハンガリー社会主義農業の構造分析（谷江）

’e’1 ㌧一、欝5表’逼洩1・人当Sり透圭妻食癌消費』ピlll・バ1・　誌㍑・

r．、、　　　　　　　t，、　　d＿’．；　，　　　・・　’一．．≡・三担，（単位：・kg）ナf’”　、．’・t

．・ 1934－38年 1950年 1960年 1979年、 1975年

肉および肉製品
1

33．2 34．2 47．6
　　　　．

58．1
〒

68．5

砂　　　　　　糖 10．5 16．3 26．6 33．5 39．4

ミルクおよび乳製品 101．9 111．9 114
1

正09⑥ 126．6

　　　　卵

野…　　一　’菜

　　　5．2
メ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　50．0

4．7

75．3
　一
　84．1

　，ユ3：7ト　　　P　訟2＼ 　．14．8
・三一t gS・，．ど

果、　　○い実 45．0 39．6 55．3‘ 二砥5 三気26ス｛r
　　　　　　　　　　’脂　　　　　　肪　　　　　　千∨、

穀1　ご『　　物
17．0

144．7

18．7

141．2
　一
133

　27．7
ば68’三1

　二27．5ミHき．　　　　　　　’

一

ジ　ヤ　ガ　イ　モ　　　　　　　　　　　　　　　P 130．0 108．7 97．6 ミ、タ5・1；’

出所：Statistical　Pocket　Book　of　Hungary　1979；．但し．1934－38年
“　の数字は，E．　Cばizmadia，　op．　cit．，　p．38より引用。　　　　　　　「

同様である1，他方，・穀物，ジャガイモといった澱粉質食品の消費は減少して

いる。

　世界の諸国民は，41人ユ日当りヵロリー摂取量に応じて，つぎの三つのグ

ループに分類される。・第ユグルーフ’は，2250カロリー以下の国民でs’．’tこれ

には低開発国が属する。第2グループは，2250〒2750カロリ⊇め諸国民で

ありへ，第3グルー，プは，2750カロリー以上の国で，これにぱ欧米諸風ハ

ソガリーを含む大多数の社会主義諸国が属する6解放以前のハソガリーで

は，たとえぽ，1934－38年平均で2800カロリーと，中位の水準にとどまっ

ていた。しかし，1955－59年に＞3000ガロビリーを超えs”一’さ・らに最近では，

ハンガリ’一国民の主要食糧の消費水準は，前に述べたように大幅に向上して

いるの。　　　一

　もちろん問題が全くないわけではない。たとえば，ミルク・乳製品の消費

水準は，現在でも，標準以下である。1976年に〆1人当りのミルク・乳製品

消費量は135kgと，．ボーランドの430　kg∴ソ連の315　kgにはるかに及ばな

し産そのため，C：方・’Xガリ1一でぱ，蛋白質摂取量庭おいて肉類（魚類を含む〉

⑳割飼塙く、バルク・・乳製品の割創鋤較的低ぐなつでいるロ0年代・ぱ

　　　　　　　　　　　　　　　一9．一　　　　　　　　　　　　　’9



　　　　〉バ松・　　’：”S，．…　　　∵・　　ベパ、ll‘駕：，－t・t

’じあに癒｝前者は54％梁あ逗莚鰍に対し，ξ後者唾29％にすぎなかうた）。

また，脂肪摂取の構成についても，ハシガリーの伝統的な食習慣のため，

ラー’ドの比重が著しく大きいどいう問題が指摘されている5）。

4．外国貿易と農業

　周知のよ．うに，ハソガリーは，歴史的に貿易立国である。ボーキサイト，

褐炭，年間200万トンの原油を除き，国内tlgみるべき鉱物資源をほとんども

たないうえ，人口も少tsく，t国内市場は狭い。一方，社会主義政権の成立以

来，一貫して国の工業化が推進されてきたbかくしてs．ハンガリ：　eeとっ

て，工業生産に必要な原燃料を輸入し，また国内φ強力な農業に依存しなが

ら，できるだけ加工度の高い，付加価値の大きい工業製品の輸出を増加させ

ていぐこどは，・必須の方向である。現在，一ハソガリーの貿易依存度（国民所

得に占める貿易額の比率）は50％の高水準にある6）。

　近年，ハンガリーの外国貿易額は年率10％以上で伸びており，、1960’年か

ら75年のあいだに，217億フォ、リントから1449億フォリンートに増加した。

貿易の商品構造についでも，汰きな変化が生じたbすなわち，．両大戦間期に

は，農産物が輸出の大半・（1938年には57．0％）を占めていたが，工業化と

国民経済の発展につれて，現在では，、工業製品力沖心的な輸出品目となって

いる。

　しかし，農産物のシェアは現在でも，一かなりの部分を占めており，農産物

の輸出は1976年には輸出総額の23．1％を占め，機械i設備（27．3％）につ

いでいる。そして，現在，ハソガリーはコメコン加盟諸国のなかで第2の農

産物輸出国となっている（国民1人当りでは第1位）．7）。　　　　．

　農産物の輸出額は近年著増している（第6表を参照）。L．マtルドンによれ

ば，1961t65年に対する1973年の比でみると，農業総生産額が37％の増

加であづだのに対し，‘農産物の輸出額は217％も増加した酉つまり∵農業総

生産額がユ％増加すれば，輸出額は一5％増加しうることになるご農産物の輸

　10　　　　　　　　　　　　　　－，IO一
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，縁ぷ・・南ぽ、元、◇ガ1アー憾瀦灘物蜴の硫1：尺・・○・ぽポ
　　　　　　　　　　も　　’　　　…　　　－L・＋∴C単位；億外箕琢拒リント’）1－，・∵・t…’・”

1950 1956 1961 1966 1971
．

一55年 一60年 一65年 一
70L年 一75年

（平均）’ （平均） （平均） （平均） c乎均）

1．総　　輸’　出 54．9 77．5 148．．0’
’

2
2
6
己
0
凸
ト
’
・
h

416．0・ド　　1＞

2．総　　　輸　　　入 52．3 83．7 ユ49．0 1聾22LO・

一・，・．一一，，・．．’・．．・一一・…　　．一■桓’．’≡一．
3ご収支バラシス（1－2）・・．．≡一・．．・一一・・●一≡一・・．．一一一’．．一ウ・．・

4．農　産　物　輸　出

5．　うち禽料品輸出

6．食　料　品　輸　入

．　．　一一　■　■　■　■■　’　．

十2泊■　一　●　一　一　←　一　≡　＝　’　．

－
17．1

　5．6

■　一　’　一　’　・　”　・　一　一

一
6．2・

一　■　一　●　奉　◆　■　一　一　香　・

　23．8

　18．9

　8．7

…”““ ：’”⇒

二1．0・’

■　’　一　≡　一　’　．　・　，　≡　≡

　37．9

　32．4

　18。3

・° 三叩一一一一一’

誕5薄・

㌦溺勘　　　　　’．へ　50②・11　　　　層　こ　25．ぴ、

　

、玉・＝‘
t’・1”” if5’「，　8’1　・

＾・完㌻．z－一゜°，．
極0籔轡　　　　　　ぺ　　‘、

‘け

　　．1「：喜・4Ω苫

－，…　　．．一・・．一≡一．’●・．一一’一．，，…　　．．一一

7．収支バランス（5－6）
●　●　■　一　一　’　・　．　’≡　一

十11．5

一　■　■　■　デ　ー　…　　　　　●　・

十10．2

’　■　●●　一　一　一　一　．　’　一

十14．1

ら’” ∵一こご’：

十252・．

　

、tt　t、

斗530｛聾

一・一・’“…’一” ∵’“’‘’”“’”“’”

：
陶
8
．
農
用
資
材
設
備
輸
入

．　．　一　●■●　●e≡’．

一

■　一　一　一　・　’　・　．　’　■

　4．1

■　■　，　一　■　一　一　．　・一　一

　10．41）
・’⇔・．・一・ ざ一・

一
㍉馨61；1

9．4－8 一
19．7 27．5 一

46．5r川

注1）1962二65．年の平均。

　2）　1’972－73年の平均。

出所・各鱗のS…isz・ik・i　E・k．・・yyのデータ・・基づく・平舩雄’前

　掲書，158ペー☆

出入バランスの動向についても，圧倒的な輸出超過であっ’て，この超過幅は

拡大傾向にあゐ。L．マールトソは「農業，ひいては食糧経済は『外貨の稼

ぎ手』であって，国民経済のより急速な発展に寄与している」と指摘し，そ

の外貨産出能力の計算を試み；Cいる8）。彼の計算によると，たとえ．ば1973

年では，1ドル（50フォリソト相当）の外貨を獲得するには，小麦で17－20

フォリント，トウモロコシで20－22アォリソト，屠殺された牛で33－36フ

ォリント，家禽肉で52－54フォリソ・トが必要であった。彼は，小麦につい

て1投下労働日当りの外貨産出力を計算しでいるが，それによれば小麦生産

者は，1973年に全国平均で1労働日1トソの割合で小麦を生産しfoe”その価

格は180ドルであり，その25％を資材費’として控除すると，1労働日で135

ドルを稼いだことになる。彼は，「これは，他のどの経済部門の労働の外貨

産出力よ・ilも大きい」と述べている9）…：一一元ぬ　1；’㌔」一一ピ1∴

［・1・以土の宕ぎ一ル1トンの分析か一ら明らがな逮5｝にジビ・ンがりTr一農業の輸出
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　　，一：　．〉∴tt／惑1・’1’罫工三三1．S　「5　　’」　　’　｝ピ．S’・

競争力はきわあて高きば1遊の輸出超過から得られた外貨睦よって国民経済の

発展と国民所得の向上を強力に支えているのである。

　　　〔注〕

　　1）戦後期におけるハンガリー経済の発展過程および社会主義的工業化過程の詳細な

　　　分析についでは，．平泉公雄1『社会主義的工業化と資本蓄積構造一ハグカ卯一の歴

　　　史的経験』アジア経済研究所，！工9795年；を参照のこと。　　・1　　　　二lt・，

　　・）臥9・・m・d・a・・Q…醐頭・蝉戦H触9・吟…d・m・・il，K・CdぴB・da－

　　pest・1977・頑4’1’　・S・・：，　i・・。・1ぶ一一い…，r、㌶主・㍉…

　　3）ibid）．，．　p．，37・　・・，，一・・㌧・・垣』∴∫パ；バ…，・パー1　，

　　4）　‘ibid．，　p．37＄　‘　　「　　　s，　　，一　　．　　！’〉；三　　　t　tt，t　　壽」　　、’　　SL．＿．　　t”t　　：：；

　　5）i域P．3＆二㌧∴∴・ぷ“ぷ㍗㌶．、…’“∵　’
　　6）世界経済情報サぜ討（商司編i「堺⊆躍ひ恒薦ンを残リ蓼11977無
　　　706ページ・　　1．・、1、　．；1’　．ヨ・・、ζぽ、ξ；・、、・／．tt　．　t／／’、’it・t．。㌍・－

t／．7・；㌶旙ξξ竃煕澄嘩秦嘩轄望些鷺塑聯懸

il，取廟翻頭・・’繊魂6滋嗣蹴δ灘｛鎚鰺鰹蝋平舩雄
口訳「・ツガリ丁麟鱒麟鰻」鰹び堅撃州麩79理・ざ一淫療・ば・
　　9）　同上，15－16ページ。

麟縫ξ爵意縫翠聾栂：○↓・・

　　　　　　　　　　　　　レもピゴゴロニま　　ごロ　ピパ　ノプミば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆご　　
　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　性．、、、、　、．）N
　　　　　　　　　　　　．，’－1v．㌧・：i．t　．　　・C　　　．　　　，　s　1＿　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「巳；井1’〈ミ1●ザぷに・SL　・Tt∫ぷ㌻吉

　・r．i・二，．芦勢㌍三㌻み土地玩嵐口≡バー「苧・・吟㌍

　・ノ・・ン・ガリ∴では，1945年まで封建的大土地所有：（ラ1テ埼フヅ・ディウム）・カミ支

配的であちた亘た，とえば1935年には；土地所有者総数の1％にみ尭ない大

土地所有者（57　．5　ha以上規模）rths土地総面積の45．3％を所有していたのに

対：し；‘’　21：9’ha以下の農民は；農民総数の3分の2一以上（68．7％）を占あなが

ら，三・土地総面積めわずが8㌧9％，しか所有していなかるたPO．　　Ll

：JT，この封建的土地所有は，⑲45二47年の民主的玉地改革によって廃正き抗

だ6鮭地改牽ゐ結果；大圭地所宥者；．国・の裏切蕎・ヲナ’シスト政党指導者の
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i
§
i
‖
1
‖
ー
」

　　　　　　　　　　戦後期におけるハンガリー社会主義農業の構造分析（谷江）

土地320万ha（土地総面積の34．6％）が没収ないし有償収用され，そのう

ち190万haが64万人の農業労働者・作男・小農・零細農に分配され，110

万ha（主に森林）は国有地となり，20万haは自治体，学校などに引き渡

された2）。

　土地改革以後の社会セクターごとの土地利用状況をみると，1950－76年

のあいだに根本的な変化が生じたことがわかる。この変化は，農業の社会主

義的改造によってもたらされたものであった。すなわち，農業集団化運動が

開始された1950年には，農地の82．6％が個人農経営ないし工業労働者等の

補助農場に属しており，国営セクターと農業協同組合のシェアは，それぞ

れ，13．9％，3．9％にすぎなかったが，農業集団化が完了した1962年には，

協同組合セクターが農地の76．1％を占め，国有セクターのシェアも一も

っぱら耕地の増加を通じて一17％に増加した3）。こうして，1976年3月

31日現在では，協同組合セクターは農地総面積の78．1％を占め，国営セク

ターと合わせた社会主義セクターの比率は93％以上となっている。これに

対し，私的セクター（補助農場を含む）の比率は6．6％にすぎない。

　しかし，新土地法が制定される1967年まで，基本的な土地所有関係には

重要な変化は生じなかった。というρは，農業集団化にさいしても，土地は

協同組合の共同利用にゆだねられはしたが，依然として農民の私的所有のも

とにあり，協同組合じたいは一片の土地も所有しなかったがらである。

　ところが，工業化の進展にともなう離農，組合員の老齢化，相続，あるい

Oi±1地売買によって，非組合員や非農業就業者による土地所有が近年増加

してきた。1967年に協同組合が利用している農地（全農地の79％）のうち

非組合員所有の土地の比率は約20％にも達した（なお，協同組合員の所有

割合は58％，国家の所有割合は22％であった）。1966年前後には毎年約10

万haの農地が非組合員の所有に移りつつあった。こうして，地代支払い額

に占める彼らの比率も高まり，1966年には33．1％に達していた4）。また，

協同組合とかかる非組合員とのあいだで，土地貸借や地代支払いをめぐる紛

　　　　　　　　　　　　　　　一13－　　　　　　　　　　　　　　　13



争が生じ，しぼしば，訴訟問題を発生させた。

　こうした非組合員等による土地所有，地代取得問題を解決するために，ハ

ンガリー社会主義労働者党第9回党大会（1966年12月）は，生産協同組合

の枠内での土地利用と土地所有の統一を実現し，社会主義的協同組合的土地

所有を創設することを決定した。これをうけて，翌年（1967年）9月に，ハ

ンガリー人民議会は，新土地法5）を採択した（これは1968年1月1日から

実施された）。

　新土地法では，つぎの三つのコースを通して協同組合的土地所有が形成さ

れるべきことが明記された。第1のコースは協同組合による非組合員の土地

の収用であった。収用価格は，一般の土地については，旧土地台帳に登録さ

れた評価額ゴールド・クラウン（Gold　Crown，オーストリー・ハンガリー帝国時代

の貨幣単位）当り80フォリント，ブドウ園，果樹園，植林野については400

フォリソトであったが，その額は，5年分の地代額を20％以上超えること

はできないとされた。

　協同組合的土地所有形成の第2のコースは，協同組合員の私有地の収用で

ある。但し，これは強制的なものでなく，組合員の自発性に基づいて行われ

る。収用価格と収用方法は，法律に基づき，協同組合と組合員のあいだの協

議によって決定されることになっている。

　第3のコースは，国有地の購入である。すなわち，協同組合が利用してい

る国有地についても閣僚会議によって定められた条件に適合し，協同組合の

運営に必要と認められれぽ購入しうるとされた。購入は組合から申請がある

場合に限られる。地価は標準的にはゴールド・クラウソでの評価額の10倍程

度とされ，ブドウ園，果樹園，植林野は50倍とされたが，これは非組合員

の場合の8分の1ときわめて低い（新土地法に基づいて1968－69年にかな

りの国有地の買収が行われたが，国家的土地所有の売却は制限ないし廃止さ

れなけれぽならないとするハソガリー社会主義労働者党の方針転換によっ

て，70年以後その可能性はなくなった）。
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第7表　農業協同組合における土地所有関係（1973年）

面積（1000ha） 比 率（％）

合 計 5，539 100．0

農業協同組合の土地所有 ① 2，311 36．3

国　家　的　所 有② 308 5．6

社会主義的土地所有（①＋②） 2，619 47．4

農業協同組合員の私的所有 2，920 52．6

　　　　　　出所：Ministry　of　Agriculture　and　Food　Industry．　E．

　　　　　　　　Csizmadia，　oP．　cit．，　P．79．

　新土地法に基づく協同組合的土地所有形成の状況は，第7表のとおりで

あった。これをみると，1973年には，農業協同組合が利用している土地の

36．3％で協同組合的土地所有が形成されている一方，依然として組合員所

有の割合（52．6％）が大きいことが注目される。

2．労働力問題

　まず，ハンガリーにおける農業就業人口の一般的趨勢をみてみよう。農業

の恒常的就業人口は，1950年の213万人から1976年の102万人に111万人

（52．1％）減少し，就業人口総数に占める比率は，1950年一51．9％，1960年

一
37．7％，1970年一24．0％，1976年一19．9％となっている。このほか，農

業専従者の扶養家族（未成年者など），労働不能者・老齢者，他部門から引

き入れられたもの（工業労働者・職員，就学者など）が補助的労働力として

加わっている（彼らの年間労働日は，90日未満と少ない）。1970年の国勢調

査によると，1969年に労働不能者・老齢者20万人，家族員30万人，他部

門から引き入れられたもの24万人が農業労働に従事した6）。

　つぎに農業就業人口の社会セクター別構成であるが，これについても大き

な変化がみられる。すなわち，1950年頃には農業就業者の大部分が中小の

経営で働く個人農であったが，現在ではその9割以上が社会主義大規模農業

経営で働く農業労働者ないし協同組合農民となっている（1976年には恒常

的な農業就業者の15．9％，16万人が国営農業セクターに，74．2％，75万人

　　　　　　　　　　　　　　　一15－　　　　　　　　　　　　　　15



が協同組合農業セクターに属している）。

　就業者の大部分を占める農業協同組合の場合，つぎのような興味ぶかい労

働力状況が認められる。

　（1）その組合員数は1962年以降，緩慢ではあるが減少がみられ，1975

年までの13年間に，約110万1000人から93万5000人へと16万6000人

（15．1％）の減を示した。農業生産協同組合の社会的生産に参加する人数に

ついても減少傾向がみられるが，とりわけ常時就業する組合員数の減少が顕

著である（1962－75年のあいだに33．1万人の減であった）。これは，組合員

構成の老齢化と関連している。すなわち，1974年に，39歳以下の青壮年比

率は，国営農場では57．8％であったのに対し，協同組合員の場合は24．2％

にすぎなかった。これと対照的に，60歳以上の老齢者比率は，国営農場の

わずか1．2％に対し，協同組合員の場合は45．9％にも達した。また，平均

年齢をみると，協同組合員のそれは53．3歳と国営農場の場合よりも17歳，

すべての就業者のそれよりも12歳ほど高い。さらに，協同組合における20

歳以下の青年の人数および比率の減少が認められる。すなわち，1960年代

には年平均5000－6000人が減少し，70年代前半にも年に1500人ずつ減少

している。この結果，その比率は，1974年には，わずか3．1％に低下して

いる（国営農場のそれは10．2％）7）。こうした現象は，もともと農業集団化

のさい，協同組合に加入したのは主として土地所有者（通常高齢の世帯主）

であったこと，若年労働力の農村から都市への流出がつづいていることの結

果である。このことは，機械化の進展の遅れと相まって，協同組合の生産，

ひいては農業全体の発展に大きな障害となっている。Zsuzsa　Orolinによれ

ぽ，若年労働力の都市への流出は，現在なお，他の経済部門および国営農場

に比較して，農業生産協同組合では，雇用と所得が不安定であること，労働

時間がかなり長いこと，余暇が少ないこと，社会手当制度が完備されていな

いこと，農業技術と労働条件が十分に近代化されていないことなどに原因が

ある8），という。しかし，最近，こうした諸欠陥を是正するための多大な努

　16　　　　　　　　　　　　　　－16一
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力が行われていることは後述のとおりである。

　（2）　前述したように，協同組合では，労働力の流出と老齢化が進行して

いったが，このような労働力不足に対する有力な対策の一つとして，雇用契

約により若年労働力と熟練・専門労働力を引き入れる手段が講じられた。つ

まり，国営セクターの労働者一彼らは自由に働きたい国営農場ないし国営

企業を選択することができる一と異なり，協同組合員は特定の協同組合に

拘束され，管理者の承諾がないかぎり外部で働くことができないことから，

青年は契約に基づいて協同組合の生産に参加することを望むわけである。こ

の結果，農業集団化が完了した1962年には，1万人たらずであった雇用者

は，1970年代前半には12万人に増大した。彼らの大部分は，直接的生産過

程で働く熟練労働力（機械手等）ないし管理部門で働く専門家であり，活動

的な組合員とともに，協同組合の基幹的労働力として，新技術の導入や生産

組織の改善に重要な役割を果たしている9）。

　（3）近年，とりわけ1960年代後半以降，協同組合の副業経営，すなわち

協同組合が行う食品加工その他の工業，建設，運輸サービス，商業等の活動

に従事する働き手の数が増大している。この副業経営は，協同組合の強化と

組合員の就業機会の増大＝所得の増大を目的として，農業集団化の初期から

行われてきたものであった。しかし，1968年以前には，副業経営はきわめ

て不十分な展開をみせたにとどまった。たとえぽ，1964年，協同組合の副

業経営からの収入は6億520万フォリントであったが，これは，同年の協同

組合農業総生産高517億2000万フォリント）のわずか1．2％にすぎなかっ

た10）。また，その活動分野も，もっぼら建設資材工業と建設業に限られてい

たが，1968年以降は農業および食品工業の垂直的専門化と統合の進展にと

もなって，副業経営は急速な発展を遂げた。すなわち，1968－76年のあい

だに，副業経営収入は4倍に拡大し，総収入に占める割合も20．9％から

33．8％へと上昇した。しかもこの間に，かつての建設業，建設資材工業中

心の活動内容は，一食品加工業と商業の分野へと大きく変化した11）。この協同

　　　　　　　　　　　　　　　一17－　　　　　　　　　　　　　　17



組合の副業活動は，組合員の就業機会を著しく増大させた。平泉氏の試算12）

によると，1974年には基幹的組合員の共同経営での年間出役日数（1労働

日＝10日労働時間）は241日（男性266日，女性188日）となり，稼動可能労

働日の88％に達するに至った（10年前の1964年には54％ときわめて低か

った）。この年に，副業経営への投下労働時間は2億600万時間に達したが，

これは，総投下労働時間の12．2％を占めていた（なお農業全体では，1960

年に肉体労働者の7％が1970年には24％が副業経営に従事した）。このよ

うに，協同組合の副業経営は，1970年代はじめまでの組合員の不完全就業

状態を克服するうえで，きわめて重要な役割を果たしたのである。

　つぎに農業労働力の熟練構成をみよう。まず，農業における近年の科学技

術の発展を反映して，中等・高等教育を受けた専門家の数はかなり増大して

いる。すなわち，農業および食品工業において，中等教育を終えた働き手の

数は，両大戦間期には5000人にすぎなかったのに対し，70年代前半には約

5万5000人（11倍）となり，単科大学卒の専門家の数は，それぞれ，5000

人，3万5000人（7倍）となっている。特に国営農場で総合大学での教育

を終えて働いている専門家の数は，1973年に1農場当り平均20人とすでに

十分な水準に達している。しかし，農業生産協同組合では，依然として専門

家の不足が指摘されている。同年に，平均では1組合当り4－5人の専門家

がいるという計算になるが，単科大学卒の専門家が1人もいない協同組合が

少なくない。また，ここでは，主任技術者の半数以上は単科大学卒である

が，総合大学卒の経済専門家の数はきわめて少ない13）。

　最近，熟練労働力の養成にかなりの努力が払われている。新規雇用者や既

就業者の職業技術教育と訓練を通して，現在，農業の恒常的就業者全体の

13％が熟練労働者となっている。しかしなお，他の経済部門に比して，不

熟練労働者の割合が大きいことは問題である。熟練労働力と専門家の養成

は，現在，緊急の課題になっており，将来的には熟練労働者の比率を総農業

労働力の25－30％に高め，専門家の比率についても，現在の5％から10－
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翅％に高め蚤ことがめざされでいる14）ジ．ピ［＿午ごξ，．’一・弐ttご忌：三S、：ぺ三コニ

　　　　　　　　　　　　　3．農業投資

　（1）　農業投資と固定フォンドの構造　・パこ　　r・ほ　・．　　　　・’

　近年ハソガリー農業の物質的・技術的基礎は著しく強化ごされてきたが，el

れは，．国家と農業生産組合の巨大な農業投資にょうて保障されてきたもので

あった。すなわち，第4次．5力年計画く1971r－’75’年若だけぴ‘総投資745

億フォリソト（別のデータによると886億フォリント）とt’それ以前の10・

年間に匹敵する投資がなされた1（第8表）。この中では，農業生産協伺組合投

資の増大がとくに著しく，たとえぽ1975年度の総投資額167億フォリント

のうち69％にあたる115億7・オリントが農業生産協同組合投資であった。

　　　　　第8表　国家と協同組合農場による農業基本投資の用途別構成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：10億フォリント当年度価格）

投資の種類，．－65年

1961

総額

1966－70年

総額

1971－75年

総額
1971年 1972年 ユ973年 1974年 1975年

建　　物
機　　械
そ　の　他

13．7

10．9

6．8

29．9

14．6

7．7

36．9

31．8

5．8．

9．1

5．5

1．2

7．7

5．0

1．0

6．3

6．1

1．0

、　6．6

　7．1
　
1
2
1

7．2

8‘1

1．4

計 31．4 52．2 74．5 15．8 13．7 13．4
1
4
．
9
‘

16．7

　　出所：KSH，　Mez69azdusagi　Adatok　1973，およびKSH，　MezδgazdasEgi　Statisz’

　　　　tikai　Zsebk6ny†，　Budapest，1976に基づくデータ。・　　　　　ト　　，一　　．

　こうした巨大な農業投資は，社会主義的工業化とハンガリー経済の発展に

よって可能となったものであるが，生産性の高い社会主義農業の創出をめざ

すハソガリー農政の基本的方向をもっとも端的に示すものである。・

　近年ハンガリー農業の投資構造において重要な変化がみられる。すなわ

ち，60年代を通じて主要農業投資項目中つねに首位を占めて．きた建物投資

は，70年代に入って一段落し，これに代わ⇔て，機械投資が最大の比重を

占めるようになった。これは最近⑳ハンガリご一農業の主要な課題が機械イ舷に

あることを物語っているδ三：∴　・　　　t’t㌃t，二’、しミ苦．・㌧・『∵’、一
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　このような農業投資の増大にともなって，農業企業では，固定生産フォン

ド総額，労働のフォソド装備度や農地1ha当りのフォンド保障度が著増し

た（後述）。農業の総固定フォンドは1975年に約1881億フォリント（1968

年価格）であり，1960年には606億フォリント（同）であったから，この

15年間に3．1倍になっている。1950年代には，農業用固定フォンドの大半

は個人農の所有する小規模な固定フォンドであった。その一部は，農業集団

化のさい，農業生産協同組合に移譲されたが，60年代後半には古くなり，

すでに使用できなくなった。

　仔）畜舎等の建設

　1960年代のはじめに設立された農業生産協同組合の大部分は，・農業用建

物一畜舎，穀物倉庫，飼料貯蔵所など一をほとんど保有していなかっ

た。したがって，農業用建物の建設，さらにインフラストラクチュアー道

路，鉄道，ダム，灌溜用水路等一の建設が，60年代の10年間における最

大の課題であった。この結果，70年代後半では，不動産，建物等が農業部

門における固定資産残高の4分の3を占め，農業生産協同組合における畜舎

総数は約500万であり，そのうち牛舎130万，豚舎160万，羊舎9万となっ

ている。倉庫の貯蔵能力もかなり増大した。

　（ロ）農業機械化

　農業の機械化は，社会主義的大経営の組織化によって可能となり，また必

然ともなった。これにより，「重労働・低能率の農民的労働の一掃が可能と

なり，役畜の一掃（商品生産用耕地面積が20％増加し，25万人の労働力が

役畜飼育から解放された）を通じてはじめて集約的農業生産が開始され

た」15）。両大戦間期にはトラクターは7000台しかなく，機械牽引力は，農業

における総牽引力の6割にすぎなかったが，最近では，6万5000台のトラ

クターが稼動し，総牽引力の9割に達している。

　機械化は，手労働と役畜を一掃するだけでなく，労働の生産性を高めるう

えで大きな意義をもっている。たとえば，高性能のコンバインによって，収
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穫9．スは｛r分’の’1に減少するといわれる。　、　「’・・”「、一　．　　’，　’i

　農業用トラクターの保有台数（15馬力換算）は1960年の4万7000台から

1976年の12万7000台へ，穀物収穫用コンバイ’ンは4000台から1万5000台

へとそれぞれ増加した。機械保有率は，同じ期間に，トラクター1一台当り耕

地は112haから39　haに向上した。その結果，機械化度は著しく高まった。

すなわち，国営農場と協同・農場の耕起作業は1972年までに100％大型機械

によって行われるようになった。また大経営の主要農作物の収穫作業も，

1976年にはほぼ完全な機械化が達成されている（第9表）。そのさい，農作

業がますます高性能の近代的農業機械によっで遂行されるようになったこと

が最近の特徴である（住宅付属地などの小経営ではまだ手労働であるが）。

　しかし，こうした努力にもかかわらず，達成された水準はまだ中程度のも

のであって，総合的機械化の導入という基本的目標からみて，まだ，かなり

第g表、農業部門の機械｛ヒ率の変化と経営形態別比較

農業全体国営農場
協同組合　　　　　・

（共同経営）

1970　197519601965
年　　年　　年　　年 1976年　　’1

穀　物　収　穫 （％） 42二678．9　93．4　96．0 97．9 ユ00．0　旬‘97．7

うち・ン泓汲穫（％） 一　　67．5　91．6　95．8 97．5 100．0　　，97．4

ジヤガイモ収穫 （％） 12．2　17．7　24．0　27．4 26．1 99．5　　95．6

甜　菜　収　穫 （％） 35．849．172．089：9 94．3 99．7　　　94．4

トウモ、ロコシ収穫
、〒 ．

種　実　収 穫（％） 0．0　2．6　23．8　65，6 66．6 99．7　　　99．5　　　　　　　　　　　　　　r

茎　　収 穫（％）
一
　　　　16．6　　55．4　　61．81 55．0

　　　　　　　　　　　　　　一90：5・　　－80二8

その他．の農作業
播種面積100ha当り
機械播種 （ha） 40　　80　　84　　－

、

一

一一　　　ア　　　　　　ふ

中耕面積100ha当り機
械
中
耕
一

（ha），

59　　84　　98　　72　　　　、 79
丁

133　　　　89

牧草地100ha当り
機械収穫 （ha）

85　15ユ　192　244　　　　　、　　　’ 221
・

259　　　224－∵　　　．　s　　－．　　ン　　　　　　　　　　　　、’　　、

牧草地100ha当り
機械収穫・積載 （ha） 一　　12　　14　　17

16 25　　　　15

出所「：　StatistiCal　Yearbbok　19祇宜ungarian　Centr司StatiStiC巨10缶cら亘22τ’
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不十分なものであるといわざるをえない。すなわち，現在の機械牽引力は，

秋の収穫時の農作業を適時に行うには十分でないこと，園芸部門や畜産部門

（家禽を除く）の機械化は始まったぼかりであること，さらに，農業機械製

造業が現在，農業の要求する水準に達しておらず，一部の機械（150馬力汎

用トラクター，飼料用自動コン・ミイン，穀物コンバイン）は不足状態にあ

って，農業生産の足を引っぽっていること等，多くの欠陥が指摘されてい

る16）。

　◎　肥料の使用

　上記の機械化とならんで，最近のハンガリー農業の注目すべき現象は，化

学化の実現である。ハソガリー農業の現在の農業技術水準のもとでは，農業

生産増強への施策としては，直接土地生産性を高めうる化学肥料の増加が有

効である。

　ハンガリーにおける肥料使用の増加にはめざましいものがある。すなわ

ち，1ha当りの化学肥料供給量（有効成分換算）は，1950年一6．Okg，1960

年一29．4kg，1970年一150　kg，1975年一276　kgと，この25年間に実に46

倍，最近（1960－75年の間）についても9倍以上に増加した。

　ところで，1976年現在，ハソガリーの耕地1ha当り平均施肥量（254　kg）

は，東ドイツ（361kg）の70％，チェコスロヴァキア（319　kg）の80％に

とどまっており，今後の増加が予定されている。これは，農業機械製造業と

同様，化学工業の発展が農業の要求する水準に達していないことの反映であ

る。1960－76年に，窒素肥料の生産は5．7万トンから49．2万トンに，過燐

酸塩は4．5万トソから18．8万トンに増加したが，後者の自給率は50％にす

ぎない。農薬についてもそのほとんどを輸入に依存している。したがって，

現在，より多くの投資を化学工業に向け増産をはかり，流通・貯蔵設備を強

化し，施肥技術の普及をはかることが必要である。
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　（2）　生産効率　・　　ピ、巨：，二t．，、／：㌻・い鶏£三．・；察

P スラ苅二農棄正恒；℃兀蚕圭義的大規模経営6細織花政隔労働力ど

資産・設備の合理的な利用において著しい改善がなされた。

　1960年から76年の16年間に，農業の機械化と高度化により，農業の就

業者1人当りの生産額は2．6倍になっているので，さきに述べたよ’51に，農

業就業人口や農地面積の減少にもかかわらず，農業の総生産高は49％近く

増大している。また1950年代，すなわち個人農業の時代には，1人の農業

就業者は5－6人の必要とする農産物しか生産しなかったが，70年代のはじ

めには，11－12人の必要とする農産物を生産するようになった17）b農業の

発展は，うたがいなく労働生産性一生きた労働の効率一の向上によって

達成されたものであった。

　しかし，固定フォソド（死んだ労働）の効率一固定フォンド1000フォ

リソト当りの生産額一は緩慢ながら低下している。第10表にみられるよ

うに，1971－75年の間に，フォソド保障度の増大（農地1ha当り1．8万フ

ォリントから2．8万フォリントに増大）にともなって，農地1ha当りの生

産高（68年価格）は1万5000フォリントから1万8000フォリントへと増

大しているのに，農業固定フォンド1000フォリント当り総生産額は875フ

ォリントから656フォリン下へ，同純生産額も377フォリントから259フォ

リソトへと低下している。こ5したフォンド利用効率の低下については，固

定フォンドに占める畜舎，貯蔵所，倉庫などの不動産の此重が大きくなって

いること（1975年に75．8％），生産構成，設備利用度などの要因が重要な役

割を演じている18）。L・ずれにしても，こうした現象は，固定フォンドが労働

生産性の決定的な上昇を保障するだけの規模と構造をもつに至っていないこ

とを示している。このことは，換言すれば1機械・設備と運搬手段などの固

牢㍗ン1’がなお耐分であり・さらtl’　’一層の猷を必琴とし亘ることを

意味している。　　　　　　　　　　　”　　t．一、　　＿・，．

　bぎに，国営農場と農業生産協同組合を比較してみ・ると，労働のフォンド
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第10表　農業部門の固定生産フォンド

1971 1972 1973 1974

農業全体国営農場麟鑓

年 年 年 年 1975年

農業用固定生産フォンド
（1968年価格10億フォリント）

同，働き手1人当り
（1000フォリント）

同，農地1ha当り
（1000フォリント）

固定フォンド1000フォリン
ト当り純生産額（フォリント）

121．7

104

18

377

133．6

117

20

351

163．4

147

24

309

177．0

167

26

277

188．1　　　　　39．8　　　　　97．6

181　　　　　270　　　　　156

28　　　47　　　22

259　　　　　107　　　　　198

出所：Mezogazdasagi　Statisztikai　Zsebk6nyv，　Budapest，1976．

装備度と農地1ha当りフォンド保障度は国営農場の方が上回っているもの

の，フォンドの利用効率は農業生産協同組合がはるかに高い（第10表）。こ

れは，国営農場では，生産において使用される資材の量と額の伸び率が生産

額のそれを上回ったためである。これは，より多くの投資によって，より近

代的な方法で農業を行う大農場である国営農場であるだけに，深刻な問題と

なっている。

　〔注〕

1）　ECsizmadia，　op．　cit．，　p．16．　Ferenc　Fekete，　Ear10．　Heady，　Bob　R．　Hold・

　ren，　Economics　of　Cooperative　Farming，　Akademiai　Kiad6，　Budapest，1976，

　pp．20－24を参照。

2）　Gabor　Szab6，　Certain　Questions　Related　to　Land　Economics　in　Hunga】ry’s

　Agriculture，　in“Economic－Studies　on　Hungary’s　Agriculture”，　edited　by　Iv5n

　Benet　and　Janos　Gyenis，　Akad6miai　Kiad6，　Budapest，1977，　pp．48－49．柴田政

　義『人民民主主義の史的展開』下巻，大月書店，1975年，181ベージ。

3）　Gtibor　Szab6，0p．　cit．，　p．49．

4）　平泉公雄「ハンガリーにおける農業生産協同組合の組織運営一社会化水準を中

　心として」平田重明編『東欧の農業生産協同組合』上，アジア経済研究所，1974

　年，119ページ。E．　Csizmadia，　op．　Oit．，　p．78．

5）1967年土地法については，平泉公雄，前掲論文，120－126ページおよびG5bor

　Szab6，0p．　cit．，　pp．50－51を参照。

6）　E．Csizmadia，　op．　cit．，　p．83．
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，、12）同上・215－21β㌻ジ・「　　，　　　　　一，、　，t’、
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，・、き6）・．－E・－Csi・再輌QP・瞭聴銀Ω蓼§窯鯉ll瓢・綱誌・2懸i二ら

認寵；詳麗1同鱒㌻烈・ゴパご☆≡…冷．ぶ
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ぽ．㌧・、”エ1紅韓灘鞭きllll醗欝皆
（1）t．計画化システム　、’．・　t’　”　’1’三ぶ『tt　ttt・tt・t．」：㌍1・L’・ざ　・言莞．巳齢

ハソガッ・∠における農業計画の目標は；’一．他の諸部門に●げる計画目標と同

じく党ど政府によって決定され淀いる。農業計画は農業食糧供給省が国家計・

画局その他の省と協力して作成しジ閣僚会議で決定される6ハソガリ≡農業

の計画・管理システ・itwMわずか30年の歴史しかもっていないが，この間に

1957年にそれま：での農産物義務納入制度力S廃止され’て予約：買付制度へ移行・

し，68年にはノッガリー独自の新経済管理制度が農業部門；にも導入されだ⇔

この新制度の導入によが（，農業企業は中央機関（あるいは州や地区の機

関）から上意下達式に計画を押しっけられるのではなく，企業自身が法律や・

一 25一 25



企業間契約に基づいて計画を作成できるようになった。「かつては中央の数

百人の担当者が計画を策定していたが，今や数万人の大衆が計画策定に参

加」し，「全国的な計画は100％達成され，一定の作物では超過達成さえみ

られる」1）ようになったといわれる。

　このような農業企業の生産と分配にかんする自主的決定を現実に可能にし

た条件は，農業企業の自己フォンドの増大であった。すなわち，新経済制度

の導入以後，農業協同組合ではつぎの6種類の自己フォンドが形成されるこ

とになった。①減価償却フォンド，②発展フォンド，③所得分配フォン

ド（賃金支払いフォンド，年末一時金用フォンド），④所得安定フォンド，

⑤社会フォンド，⑥文化フォンド，である2）。①の減価償却フォンドにつ

いて補足しておくと，農業機械その他の生産手段の購入価格の3％を減価償

却フォンドとして積み立てることがすでに1966年に定められていたが，

1968年以降は，農業機械だけでなく，建物，果樹園，ブドウ園への投資な

ど，すべての固定資産に拡大され，同時に償却率も41％に引き上げられ

た3）。ともあれ，減価償却フォンドの導入によって，固定資産の補墳問題は

一応解決されたといえる。なお，固定資産の更新のための資金は，現在，農

場の貨幣所得からまかなわれることになっている。

　固定資産および流動資産は，いずれも蓄積フォンドによって増大させられ

るが，最近，大多数の協同組合で蓄積率が年々高められてきている。すなわ

ち，それは1970年代はじめには24－25％と，その5－6年前と比べて3－

4％高まった。また一部の協同組合は1970年代以降，国家補助金を上回る

国庫納入を行いながらも発展フォンドを増大してきた。一般に協同組合は労

働報酬以上に発展フォンドを増大させている（たとえば1973年に組合員1

人当り報酬は前年比4．9％の増加にすぎなかったが，発展フォンドは

17．9％の増加であった）4）。
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’’

”（2）　農産物調達制度．　　　　　　　．”　　・㌔㌔．　’｛　　　　　’　・1　’・1］「

　他の社会主義国におけると同様，ハンガリーでも農産物の調達は，長いあ

いだ，義務納入制（compulsory　delive・y）の形で行われていた。生産者は諸法

規に定められた生産物量を調達機関に低い固定価格で納入する義務を負って

いた。しかし，低価格のため，義務納入制度は，農業生産と農民の所得関係

に好ましくない効果をもたらしたことから，1957年に廃止され，代わって

予約買付制が実施された。

　予約買付は，生産契約と販売契約の二つの基本的形態でなされた。生産契

約は作付面積ないし生産量に基づいて締結される。生産物の発注企業は，生

産者に種子や苗や播種資材を供給するとともに，生産面および農業技術面に

ついて専門家の無料サービスを与えた。生産契約は，主に工芸作物（甜菜，

タバコ，コリ，スパイス，パプリカなど），米，ジャガイモについて締結さ

れた。販売契約は，主に畜産物に対して結ぼれたが，生鮮野菜類や果実その

他の生産物の’－f部についても結ばれた5）。予約買付制のほかに，自由買付

制6）やいわゆる「保証権」（secured　titles）に基づく買付制7）も行われた。

　この買付制度への移行によって，都市住民や食品工業および輸出のための

食糧供給量が著しく増大した。しかし，同時に，予約買付制度はいくつかの

否定的な現象一たとえば，・生産実績を考慮しないで過大な買付計画が作成

されたり，買付機関の権限が犬きく，専門化・生産構造の発展についての生

産企業のイニシァティヴが発揮されなかっだ一をもたらした8）。

　こうした反省のうえにたって，買付制度が1968年1月1日より改善され

ることになった。第1の変更は，計画指令ど計画の上意下達方式に基づく買

付が廃止されたことである。買付機関は，いかなる資金≒Lその交付ないし

引上げ・回収によって農業経営に決定的な影響力を行使していた一、も自由

にしえなくなり，、以前のように中央国家機関の仲介者としてふるまうことが

できなくなっだ。”買付機関は，協同組合や国営農場壱同等の権利をもつパー

トナニになうたbもう一つの重要な変更は，いわゆる複数流通経路（sale
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through　severaI　channels）の導入である。これによって，農業企業は農産物の

大部分を直接使用者（食品加工企業，病院，レストラン，商業企業）や消費

者に販売することができるようになった9）。

2．農産物価格制度

　1960年代中頃まで，ハンガリーの農産物価格水準は一般にきわめて低い

水準におさえられていたため，企業や協同組合はかろうじて単純再生産を維

持する状況にあった。そこで，農業企業の拡大再生産を保障し，農業生産の

飛躍的な発展をはかるために，農産物買付価格の大幅引上げが，1960年代

後半以降，5回にわたって実施された。農産物の価格水準は1966年に9％

（対前年比），1968年に8％（同），1970年に10％引き上げられた。1970年

の価格引上げは畜産物価格の引上げが中心で，牛の買付価格が28．5％，牛

乳5．6％，豚1kg当り2フォリント引き上げられた（同時に，飼料用穀物

は13％引き下げられた）10）。1970年代に入っても，農産物価格引上げが行

われ，73年に8％，76年に11％引き上げられた（農産物全体で）。73年の

価格引上げ措置は畜産物中心に行われたが（畜産物全体で13％の引上げ），

76年の価格引上げは耕種作物が13％，畜産物が10％であった。

　このように，1960年代後半以後，5回にわたる農産物価格改定が実施され

た結果，1976年の農産物の国家生産者価格水準は，1960年に比して，96．5％

もの大幅上昇となったわけである。

　ハンガリーの農産物価格には国家固定価格，制限価格，自由価格の3種類

がある。国家固定価格は，もっぱら国家的ないし共同組合的買付機関によっ

て買い付けられる重要農産物（穀物，甜菜，ヒマワリ，パプリカ，麻，亜

麻，豚，肉牛，羊毛，牛乳等）にたいして適用されている。制限価格は，国

民への食料供給上重要であるが，国家および協同組合の買付機関によって買

い上げられるほかに，相当部分が自由市場で販売される農産物（古いジャガ

イモ，タマネギ，冬リンゴ，ワインなど）に適用されている。生産者を保護
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　　　〔注〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・そ
　　ユ）L。v。S・Mart。n，邦訳前掲誌21ページe’・　　　1　・，・〈’≡

　　2）E．・C，i乞m。di式δP疏ジ倉P　120・12エー・　　…・三∵ご；’・…tL

3）の㌶匡晶暮㍑ξ難翻4離灘麹嘲編陳欧

　　4）Lovas　M5rton，邦訳，前掲誌，’　25ページ。

　　5）　ECsizmadia，　op，　cit．，　p．102．

　　6）　「自由買付」とは文字通り国家と消費協同組合が予約なしで，生産者から日常価

　　’格（daily　price）で農産物を買い付ける制度である（E　Csi2madia，　ibid．，　p．102）。

　　7）「保証権」：に基づく買付にはつぎの4種類が存在した。①．国営農場と企業が計画

　　　量の農産物を中央に納入するもの，②農業協同組合と個人農が定められた量の小

　　　麦を土地税（現物税）として納入するもの，③農業協同組合と個人農が脱穀・製

　　　粉等のサーピろ料金を現物で支払うもの，④前借りした穀物種子や飼料の返済

　　　（E．Csizmadia，　ibid．，　p．103）。

　　8）　ECsizmadia，　ibid．，　p．103．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　9）井手啓二，前掲論文，53ベージ。ECsizmadiaによれぽ，1968年改革以後の農

　　　産物調達方式の実際はつぎのとおりである（E．Csizmadia，　op．　cit．，　pp．103－104）。

　　　　68年における複数流通経路の導入の結果，農産物の大部分は大型買付企業によ

　　　って直接に生産者から購入されるようになった。たとえば穀物類は穀物取引・加工

　　　トラスト傘下の諸企業によって買い付けられる。屠殺した牛および豚の買付は，単

　　　一の買付組織である家畜取引・肉加工業トラスト傘下の諸企業によって行われる。

　　　屠殺された豚の一部（全取引の10％）は自由市場で売られるが，特に住宅付属地，

　　　補助農場および私的農場のそれは，直接大消費者に販売されている。牛乳のほとん

　　　ど（全取引の90％）はミルク工業トラスト傘下の諸企業により買い付けられる。

　　　ミルクの自由販売では住宅付属地が大きな役割を果たしており，他方，国営農場や

　　　協同組合の共同経営の自由販売は，主に自分の経営で働く働き手および彼らの家族

　　　を対象としている。屠殺用家禽全体の80％（国営農場のそれの95％，協同組合共

　　　同経営の8S％）と卵の大部分（65－70％）は家禽加工業トラストにより買い付け
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　　　売センk　ec．よひて買い付けられる。また，住宅付属地の家禽の50％近くは自由
　　　　　　　て　　　　ノ　　　　エ

　　　市場で売られている。
主　㌔直接販売の形態としては，大消費者への販売がよく知られている。大口の消費者

　　・’1である各種公共団体（病院，休息の家，社会の家など），国内商業企業および外国

　　　貿易企業等は，国家買付独占のもとにある農産物（タバコ，未加工皮，羊毛，甜

　　　菜，油脂，亜麻，米，牛）を除くあらゆる農産物を，直接生産者より買うことがで

　　　きる。

　　　　取引免許状をもつ私的商人は，一定の制限つきではあるが，いくつかの自由取引

　　　品目（野菜・果物類，ミルク，ミルク製品，家禽，卵，粗飼料）を，生産者から直

　　　接買うことができる。

　　　　最後に，農業企業はいくつかの農産物を直接，価格契約なしで小消費者に販売す

　　　ることができるほか，生産点（庭先）で販売活動を行うことができる（このさい調

　　　達機関の許可が必要である）。

　　10）　井手啓二，前掲論文，54－55ページ。

　　，11）E．、CsiZma4栖op．、cit．，　pp．112－113．なお，196旦年には，市場向け農産物のう

　　Lち国家固垣価笹は60％、，制限価格は30％（うちきびしいもの10％，ゆるし・もの

　　，20％），自由価格｛X．10％で、あ？定（井手啓二，、前掲論茎，57ベージ）。
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